
鹿 ししなご蝗 

「褒め」の効果 
  校長 近藤 直子  

１１月９日（土）は、学習発表会です。本校は、表現活動の真骨頂である劇を、全学年が行います。大

きな行事に向かって、どの学年もセリフや立ち回りの練習に余念がありません。人数が少ないため一人一

人のせりふがたくさんあり、出番も多くなっています。ご家庭では、夏休み明けからせりふを懸命に覚え

る姿が見られたのではないでしょうか。当日は、一生懸命取り組んだ成果を発揮してくれることと思いま

す。ご来校いただき、子供たちの頑張る姿を存分にご覧いただきたいと思います。 

先日、うれしい出来事がありました。地域の方からお電話があり、「下校途中の子供たちから、元気な声

で『こんにちは！』と声を掛けられ、大変うれしかった。」というお言葉をいただきました。学校の中での

職員や来客への挨拶はもちろんのこと、校外学習など、教師と共に出かけた際に、挨拶がしっかりできる

ことに関して褒めていただくことが多くありました。それだけでなく、登下校など子供たちだけでいる際

にも、自主的に、皆さんを笑顔にできるようなすてきな挨拶ができていることに、大変うれしく思いまし

た。学校では、挨拶ができたら「いい挨拶だね。」「いい声だね。」「笑顔がい

いね。」「自分からできてすごい。」「うれしいな。」と声を掛けてきました。褒

めることで自信を持ち、さらに上手になる…という「褒め」の効果が出てい

るのかもしれません。 

さらに、ある日の下校風景で、こんなこともありました。５年生の子供たちがいつもの帰り道を、いつ

ものように通りながら、その日はわざわざ立ち止まり、にこにこと職員室の先生方に大きく手を振ってい

るのです。ちょうど職員会議をしていたので、どうしたのかなと思いながらもみんなで手を振り返したと

ころ、どうやら劇の練習の際に、先生方から褒められたのだそうです。どんなに嬉しかったか、あの笑顔

が物語っていました。 

人は、褒められることによってドーパミンと呼ばれるハッピーホルモンが放出され、幸せな気持ちにな

るのだそうです。また、「褒めてもらえた！」という喜びや安らぎが生まれ、褒めてくれた相手に対する信

頼感が自然と高まるということです。また、その期待に応えようと成果や能力の向上が見られる現象は「ピ

グマリオン効果」と呼ばれ、子育て、教育の分野で有効とされています。 

学習発表会まであと２週間。子供たちが最大限の力を発揮できるように、たくさんの「褒め」シャワー

をかけてあげたいと思います。ご家庭でも、この機会に是非、「褒め」のパワーを実感してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎町立川崎第二小学校学校だより      

   

令和６年１０月２５日（金） 

第 ８ 号 ３つの柱 ○こ 言葉遣いを正しく ○ど どこでもあいさつ ○も もっときれいに 

各学年､練習たけなわです！ 

１・２年生 

３・４年生 

全校合唱 

５年生 

６年生 



日 月 火 水 木 金 土 

       １ ２ 

         

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

 文化の日 振替休日 

学習発表会 

会場準備 

係児童打合せ 

学習発表会総練習 
読み聞かせ 

SC 来校 

ノーメディアデー 

栄養教諭指導 

（３，４年） 

 学習発表会 

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

  
振替休業日 

学校集金日 

防災の日 

花壇整理 
委員会活動  避難訓練   

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

ドッジボール

大会 

春球根 

植え付け 

朝会 

川小交流（２年） 
  ３，４年校外学習 

大河原消防署 
勤労感謝の日 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４日（水）委員会活動 
５日（木）読み聞かせ、SC来校 
７日（土）ししなご祭り 
９日（月）振替休業日 

１０日（火）防災の日 
１１日（水）指導主事訪問 

１３日（金）栄養教諭指導５年 
１７日（火）ノーメディアデー 
１７日（火）～１９（木）個人面談 
２３日（月）休業日前集会 ４校時限 
２４日（火）～１月７日（火）冬休み 

１２月 

 

１１月 


